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実生法によるチューリツプの育種学的研究

（工）一／ 交配種子の発芽

樋　浦　　巌 （育種学研究室）

IwaO　亘IURA

　　Studユes　on　the　Tu11p－Breed．mg　by　tlhe　Seedユmg　Me砒od。

（I）一1　In　the　germmat1on　of　seeds　after1nしraspeclf1c　hybnd1zat1on

　　　　　　　　ま　え　が　き　　　　　　　　　　ぱなら左いから本報告は晶種問交配にょる実生生育調査

　チューリツプの育種に関する基礎的研究を（I）：実生　　の一連として行つたものである。　　　　　　　　　　　　甜

を開花可能成熟球に生育させるまでに生ずる問題と（皿）

　開花球にっいての問題との二方面に分けて進めて未　　　　　　　調査方法及砂その材料

た。（皿）については花色の分類基準等を試案した（／9　　　ミ交配親和性の調査ミ報告（1955）1の結果に示された

55）3，（／955）4。（I）については先づ実生のための種子　　交配種子の形態分類のうち明かに発芽可能と思われるも

を得るにあたつて交配親和性の問題（／955）1を明かにす　　のを更に5型に分類し，発芽能力との関係を調べた。又

ることを得たので進んでFi植物の養成につぎ研究を実　　種子を貯蔵し，年問発芽させ，発芽力との関係を調べ更

施し交配種子の発芽につぎ若干の成績を得たのでこ工に　　にその実生は環境と成長との関係を調べるための材料と

矛一報を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

チューリヅプの種子発芽に関する研究は明道等（1952）5　　　発芽には水を含ませた濾紙を上働下の蓋に敷いたソヤ

のものがあるが，これは自花受粉種子によるもので，交　　一レを用い，播種後直ちに目本冷凍（松江支社）の倉庫

配種子に関するものは未だ見あたらない。育種操作上交　　に入れ，発芽終了まで放置した（倉庫内の気温は表／の

配種子の発芽は実生の生育との関連のもとに進められね　　如くかなりの変温であつた）。供試種子数は20粒寸区と

　　　　　　　　Tab1e1二Te皿perature　m　the　Warehouse　d岨mg　the　Gemmat1on　Test

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勇く：0．5m－onth，※※：1n1onth）
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5.c 2.2'C 0.8 0.2'C 

し，少かつたが上述の目的を調査するには不便を感じな

かつた。調査期間は1954年10月より／955年1月にわたる

もので，その問を1ケ月或は半ケ月め問隔でくぎつた。

一調査日と試験開始日とは同時とした。種子の貯蔵は種子

箱（木箱）とデシケーター（乾燥剤は生石灰）とを用い，

保存場所は同一個所とし，室内の北側とした。交配種子

は／953年及び／95今年のものを用いた。

　　　　　　　緒果及ぴ考察

1．父璽種手の形態による分類型と発芽（矛2表）

la1種子分類型：1955年に報告した形態完全種子（A型）

　の競一内の含有割合により次の分類を行つた。

一Ai型（形態完全群）：

　殆んどの種子（50％以上）が形態完全であるもの
　　　　　　　　　　　※　巻
　　1，A二型種子の量＞B及ひC型種子の量

　　2，特に小型或は透明種皮を有する種子の量＞B及

　　　　びC型種子の量

A2型（形態梢不完全群）1

　　殆んどの種子（50％以上）が種皮色の赤褐程度濃又・

※：1955年の報告に示された明かに発芽不能と思われる種子型
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Cross．

No．

53036

53061

54114

5478

5455

542057

53029

53063

54125

5489

542052

542054

54118

’5444

54188

54189

5456

5453

54117

5454

542053

54190

54187

54200”

54／15

5494

5497

5442

54／8ア

Cross．

Year

195ろ

〃

1954

〃

〃

〃

〃

1953

1954

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

島根農科大学研究報告

Tab1e2．

矛4号　　（1956）

　For胆at1on　and．Ger㎜mat1on　of　Seed二s

（※：desiccator，　※※：box）

Co工nbinati6n　of　Crossing

♀　　　　　　X　　　　　　♂

Mississippi⑧Fred　Moore

A1ber1o⑧W1111a皿P1tt

Mr．Z1皿㎜erman⑧亘1dra

Fred　Moore⑧Pride　of亘aar1e：m

Rose　Grisdehn⑧E1ihord．

W1111a血P1tいFantasy

Mcken1ey　Open

Fred　Moore⑧1Mozart

－Lord－Canarban⑧Utopia

Enchan枇ess⑧M1ss1ss1pp1

N征1ss1ss1pP1　⑧　Mozart

Argo⑳Go1d－en　Harvest

　　　　〃
Mr　Z11皿工皿erman爾亘1d－ra

Fred　Moore⑧Princess亘e1en

A1ber10⑧Centenn1「e

Rose　Gr1sde1m⑧E11hord－

Mr．Z1血merman⑧H1dra
’Rose　Grisd．e1in⑧Elihord－

Argo⑧GoIden　Harvest
Utop1a⑧Cen亡enn1re

A1bmo⑧Prof．Rauenhoff
Go1d．e皿Har∀est⑧Utop1a

After　G1ow⑧Ca1ed．onia

Mr　Z1㎜㎜erman⑧H1d．ra

Rose　Grisd．e1in⑧Cramoisi　Bri11iant

C1ty　of　Haar1e㎜⑧Fue　Br1111ant

Fred－Moore⑧Princess　He1e早

S11ver　Wmg紬Pmcess　He1en
Mozart⑧Rose　Gris4e1in

A1bino⑧Prof．Rauenhoff

Type
　of
Seed．s

A1－1
　〃

　〃

Aコー2

A工一1

　〃

Aコー2

A2－1

　〃

　〃

A2－2
　〃

A2－1’

　〃

A2－2

　〃

Ger㎜1n・
atiOn
Percent．

95，0

45，7

71，7

35，0

96．7

％．7

80．0
－20，0

40．0

100，0

95，0

25，0

45，0

55，0

90，0

70，0

10，0

65，0

95，0

10，0

15．0

　5，0

10．0

　0．0

　5，0

43，3

40，0
85．0苗

　0，0

20．0

　0，0

25，0

40．0

0．0

Preser－
Yed－
1Mlonths

　1ア

　18

　8

　／2

　4

　5

　17

　19

　19

　10

　12

　／3

　／3

　／4

　16

　8’
　14

　15

11．5

　13

　／6

　6

　8

　13

　15

　7

　／0

11，5

11．5

　9

10．5

　／0

／0，5

　13

Method，

　of
Preser・
VatiOn

D※

〃

〃

B※※

D

〃

〃

〃

B
D

B
D
〃

B

D
〃

〃

〃

〃

B
〃

D

Sa㎜e
Comb1n・
atiOn

△

△

△

△

　　　　は淡，光沢無，シワ多，胚不明瞭のもの

　　1，A2型種子の量＞Aコ，B及びC型種子の量

　　／㌧A2及びAコ型種子の量くB及びC型種干の量

　　2，特に小型或は透明種皮を有する種子の量くB，

　　　　及びC型種子の量

1b）各分類型の発芽率：A1型ば確実に発芽し，その数値

　は育種材料として取り扱い得るものであることを示し

　た。A2型は発芽率に種々のものがみられ育種材料を

　得るためには特殊な操作を考えねぱならなかつた。

1・1交配組合と分類型及び発芽率との関係：交配組合の

　異なることにより，種子形成の状態は著しく異なり更

　に同一組合についても種子形成に関して著しい変異が

　認められた。

　2　種子貯藏と発芽（矛3表）

　発芽始迄に要する期問は11～3ケ月で奉つたが，これ

は後述の如く温度の影響が考えられた。最高発芽率に達
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Rose Grisdelin ･ Elihord 

William Pitt ･ Fantasy 

After Glow * William Pitt 

Zwanenburg . Fue Brilliant 

After Glow ･ Caledonia 

Utopia ･ White Pision 

Mr. Zimmerman ･ Hidra 

Rose Grisdelin ･ Mozart 

Elihord ･ Rose Grisdelin 

Silver Wing . Princess Helen 

William Pitt ･ After Glow 

Mozart ･ Rose Grisdelin 
Rose Grisdelin 

･ Cramoisi Brilliant 
Elihord ･ Rose Grisdelin 

Mississippi ･ Mozart 

Red Pitt ･ Mme. Motted 

Argo ･ Golden Harvest 

Golden Harvest ･ Utopia 

Mr. Zimmerman ･ Hidra 
Alberi~o ･ Cramoisi Brilliant 

Rose Grisdelin ･ Elihord 

Mozart ･ Golden Harvest 

Mrssissippi ･ Enchantress 

Mckenley Open 

Mckenley Open 
Rose Grisdelin ･ Murillo 

Alberio ･ William Pitt 

Urther Minor ･ Enchantress 

Lord Canarban ･ Utopia 

Fred Moore ･ Rose Grisdelin 

Mississippi * Fred Moore 

Fred Moore ･ Mississippi-

Mozart ･ Mississippi 

Alberio ･ William Pitt 
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一30一 島根農科大学研究報告 矛4号曲　（／956）

15目，5月7日，5月30日，9月／日，9月30日播種，②

期は／1月／6目，／2月／6日，1月16日2月／5目，4月／6日

播種，③期は6月29日，7月28日播種のものに相当し

た。そして①期はチュ∵リヅプの発芽適温に属するもの

と思われ，発芽早く（／．5ケ月），短期問（2ケ月）に発

芽を終えた。これに対して②，③期は梢々適温からずれ

るもの＼ようで発芽始，発芽最高期が遅れた（矛1図）。

　　　　　　　　　　　　Fig　l　　　Preservation　and

この結果は明道等の発芽適温5．Cと一致するもあと思

われた。

　謝辞　本研究は本学押田教授の指導下に行われている

ものである。又日本冷凍松江支社岸本工場長には実験に

対する理解と便宜を与えられた，共に深く謝冒、を表する。

　　　　　　　　　摘　　　　要

　実生法によるチユーリツプの育種操作上からみた種子

Germmat1on　of　Seeds
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発芽について次の諸点を明かにした。

1．交配種子の形態から発芽能力を推測することが出未

　る。即ちAコ塾種子は確実に発芽する。

2．交配の同一組合内でも個体により，著しく発芽率を

　異にする種子を形成するものがある。

5．種子貯蔵は簡単なデシケーター（乾燥剤，生石灰）

　で充分で，これによると28ケ月後に於ても育種操作上

　利用可能の発芽率を示し・一方木箱貯蒋では1ケ年以

　上の発芽能力維持は不可能である。

4　発芽適温（2～7oC）下の種子発芽は早く始り短期

間に終り適温をはづれると発芽期問は延びる。
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SU盟雌ARY
　In　the　ger皿unat1on　of　seed－s　after　1ntraspec1f1c

hybridization；一

／．Ab111t1es　of　germnat1on　were　estmated－by　the

　shape　of　seed．s．

Z　The　degrees　in　the　formation　of，seed．s　were

　d1fferent1n　the　co皿」b1nat1ons　of　cross1ng　and．st111

　皿ore　m　the1ndw1d．ua1s　of　the　same　combmat1ons。

ユThe　seed．s　preserved　by　the　d－esiccator　had　been

　gen皿1nab1e　d－ur1ng　28months，　and－on　the　one

　hand・others　by　the　b？x1ess　tha皿12months・

4　The　ger皿mat1on　under　tlhe　opt1mu皿te㎜perature

　（2～7Co）　was　begun　ear1ier　aI1d－its　d－uration

　WaS　ShOrter．


